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事例から学ぶ
新規収載医薬品※に関する事例
－グラアルファ配合点眼液－

＜疑義照会や処方医への情報提供に関する事例＞

◆アイファガン点眼液0.1%を使用中の患者にグラアルファ配合点眼液が追加で処方された。
グラアルファ配合点眼液には、アイファガン点眼液0.1%の有効成分であるブリモニジン
酒石酸塩が含まれるため、処方医へ疑義照会を行った。その結果、アイファガン点眼液
0.1%は削除になった。

◆ 緑内障の患者にグラアルファ配合点眼液が処方された。患者は以前からアイラミド配合
懸濁性点眼液を使用しており、今回も定期薬として処方されていた。グラアルファ配合
点眼液とアイラミド配合懸濁性点眼液は有効成分のブリモニジン酒石酸塩が重複するた
め、処方医に疑義照会を行った。その結果、アイラミド配合懸濁性点眼液がエイゾプト
懸濁性点眼液1％に変更となった。

【副作用歴】
◆ブリモニジン酒石酸塩点眼液0.1％を使用していた患者の眼圧が高くなり、グラアルファ
配合点眼液へ変更になった。電子薬歴を確認したところ、以前、グラアルファ配合
点眼液の有効成分の1つであるリパスジル塩酸塩水和物を含む製剤を使用した際に、
ひどい充血が出現したため使用を中止したことが記載されていた。処方医に疑義照会し
た結果、今まで使用していたブリモニジン酒石酸塩点眼液0.1％へ変更となった。

◆ リパスジル塩酸塩水和物を有効成分とするグラナテック点眼液0.4％による目の赤みや
充血などの副作用歴がある患者に、リパスジル塩酸塩水和物とブリモニジン酒石酸塩の
配合剤であるグラアルファ配合点眼液が処方された。処方医へ疑義照会を行った結果、
グラアルファ配合点眼液からデタントール0.01％点眼液へ変更になった。

【同成分の重複】
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ポイント
●グラアルファ配合点眼液はリパスジル塩酸塩水和物とブリモニジン酒石酸塩の2つの
有効成分を含有する配合剤である。グラアルファ配合点眼液が処方された際は、有効
成分それぞれについて、重複がないか確認する必要がある。

●緑内障治療の点眼薬は、単剤や配合剤など多くの製剤が販売されているため、調剤時
にそれらの薬剤の有効成分の確認が行えるように、薬剤の有効成分の一覧表を作成し、
調剤室に掲示するなどの工夫を行うことが望ましい。

●グラアルファ配合点眼液は2022年に発売されたが、含有するそれぞれの有効成分は
以前から販売されている。グラアルファ配合点眼液が処方された際は、それぞれの
有効成分について、副作用歴がないか確認する必要がある。
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ポイント
●グラアルファ配合点眼液はリパスジル塩酸塩水和物とブリモニジン酒石酸塩の2つの
有効成分を含有する配合剤である。グラアルファ配合点眼液が処方された際は、有効
成分それぞれについて、重複がないか確認する必要がある。

●緑内障治療の点眼薬は、単剤や配合剤など多くの製剤が販売されているため、調剤時
にそれらの薬剤の有効成分の確認が行えるように、薬剤の有効成分の一覧表を作成し、
調剤室に掲示するなどの工夫を行うことが望ましい。

●グラアルファ配合点眼液は2022年に発売されたが、含有するそれぞれの有効成分は
以前から販売されている。グラアルファ配合点眼液が処方された際は、それぞれの
有効成分について、副作用歴がないか確認する必要がある。

＜参考＞グラアルファ配合点眼液の基本情報

販売名 グラアルファ配合点眼液
有効成分 リパスジル塩酸塩水和物 ブリモニジン酒石酸塩
薬効分類 Rhoキナーゼ阻害薬 α2作動薬
効能・効果 次の疾患で、他の緑内障治療薬が効果不十分な場合：緑内障、高眼圧症
用法及び用量 1回1滴、1日2回点眼する。
販売開始年月 2022年12月

注）添付文書（2024年6月改訂第3版）から抜粋した内容を記載した。

※本事業における「新規収載医薬品」とは、報告された事例の発生月において薬価収載１年未満の新医薬品（医療用医薬品）である。




